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キー
ワ
ー
ド一

漢音
奨
励、
漢音、
呉音、
仏
教
界 、
大
学
寮

要

旨

平
安
初期、
仏
教界へ
の
漢音
奨
励
は 、
年分
度試での
漢
音
学
習強

制とい
う
形で
行わ
れ
た 。
し
か
し 、
三
論
宗を
中心と
する
各
宗振
興

の
ため
に

行わ
れ
た
解義重
視 、
宗学
振
興
政
策の
結
果 、
ま
も
な
く

仏

典の
解義に
優れ
た
受
験
者の
場
合 、
漢
音は
免除され
るこ
と
になっ

た 。
漢立目が
解
義
カの
代償と
な
りえ
たの
は 、
仏
教
界に
おい
ては
漢

音
が
な
く
て
も一
応
用は
足りたこ
と、
すな
わち漢
音
強
制
中もな
お

主
と
し
て
伝
統
的な
呉音が
用
い
られて
い
たこ
と
によ
る。
免除後 、

漢
音
学
習は
衰退し
た 。
また
年分
度試に
おい
て
その
試験も
行わ
れ

な
くなっ
た 。
そ
の
根
源は
免除の
規
定にあ
るが 、
直
接の
契
機は
度

試
自
体の
弛
緩にあっ
た 。
す
なわ
ち 、
仏
教
界へ
の
漢音奨
励
は
鎮
護

国
家の
方
策の一
つ
であっ
た
ため 、
鎮
護
国家
を
目
指し
て

行わ
れ
た

年分
度試
制
整
備・
弛
緩の
ま
にま
に
その
位
置
付けも
変っ
ていっ
た

の
で
あ
る。
強
制 、
免
除 、
そ
し
て
そ
れ
に
伴う
衰退は 、
その
反
映に

ほ
か
な
ら
ない 。

湯

沢

質

幸

自

的

当
初
は
大
学
寮
を
対
象
と
し
て 、
次
い
で
仏
教
界
に
及
ん
だ
漢
音
奨
励
は 、

日
本
漢
字
音
史
上
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る 。
そ
れ
は 、
明
治
期
以
降
の
国

語
教
育
政
策
を
除
く
と
習
得
す
べ
き
漢
字
音
に
対
し
て
国
家
が
関
与
し
た
唯一

の
例
で
あ
る
こ
と 、
ま
た 、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
使
用
字
音
の
大
枠
な
い

し
あ
り
方
の
基
本
を
決
定
す
る
b
の
と
な
っ
た
こ
と
の
二
点
に
よ
る 。
と
こ
ろ

で 、
奨
励
は
も
と
よ
り
政
策
の一
つ
で
あ
る 。
ま
た 、
中
国
語
音(
ない
し
そ
の

日
本
化
し
た
も
の)
で
あ
る
漢
音
は
そ
れ
自
体
が
中
国
文
化
で
あ
る
と
同
時
に
中

国
文
化
摂
取
の
手
段
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
古
代
よ
り
日
本

は
中
国
か
ら
儒
学
や
仏
教
を
初
め
と
し
て
中
国
文
化
摂
取
に
力
を
そ
そ
い
で
き

た 。
こ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
と 、
漢
音
奨
励
に
関
わ
る
問
題
は 、
一
つ
漢
字

音
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く 、
当
時
の
政
治
的・
社
会
的
な
状
況 、
朝
廷
に

お
け
る
大
学
寮
(
儒
学)
や
仏
教
の
位
置
付
け 、
中
国
文
化
摂
取
の
あ
り
ょ
う

等
々 、
そ
の
背
景
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る 。
も
ち
ろ
ん 、
そ
の
際
に
は
お
の
ず
か
ら
背
景
自
体
の
解
明
も

ま
た
独
立
し
た一
個
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な 、
言
語
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
を
社



会
言
語
学
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と 、
こ
と
漢
音
奨
励
の
場
合
そ
の
全
体
像
は
社

会
言
語
学
的
な
研
究
を
通
し
て
初
め
て
よ
く
把
握
で
き
る
の
で
な
い
か
と
見
込

ま
れ
る 。
そ
し
て 、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
研
究
も
行
わ
れ
て
き

て
い
る 。
ギュ
ン
タ
1
1

ヴェ
ン
ク
ご
九
五
四)
は
そ
の
先
駆
者
で
あ
り 、
そ

し
て 、
高
松
政
雄(一
九
九
三)
は
彼
の
研
究
を
紹
介
す
る
と
と
も
に 、
本
稿
と

同
様
の
意
味
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
社
会
言
語
学
と
い
う
語
を
も
用

い
て
さ
ら
に
こ
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
深
め
た 。
ま
た 、
小
林
明
美
こ
九
八
四)

も
こ
の
よ
う
な
見
方
を
取
り
入
れ
つ
つ
呉
音・
漢
音
論
を
展
開
し
た 。
湯
沢
ご

九
八
八 、
八
九 、
九一二)
も
問
題
へ
の
接
近
の
仕
方
は
異
な
る
も
の
の 、
ま
た
当

初
は
ヴ
ェ
ン
ク
の
研
究
に
気
付
か
な
い
ま
ま
あ
い
通
じ
た
観
点
か
ら
論
じ
た 。

し
か
し
な
が
ら 、
当
時
の
政
治
と
の
関
係
を
初
め
と
し
て
残
さ
れ
た
問
題
は
な

お
多
く 、
ま
た 、
先
行
説
に
も
方
法
や
推
論
等
に
つ
い
て
補
訂
す
べ
き
所
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
そ
こ
で 、
本
稿
で
は 、
仏
教
界へ
の
奨
励

に
つ
い
て
改
め
て
資
料
を
吟
味
し
ま
た
求
め
つ
つ 、
社
会
言
語
学
的
な
観
点
か

ら
そ
の
理
由
や
時
期 、
過
程
の
詳
細 、
仏
教
界
へ
の
影
響 、
ま
た
そ
の
適
用
範

囲
等
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い 。
仏
教
界
に
焦
点
を
絞っ

た
の
は 、
周
知
の
よ
う
に
奨
励
は
大
学
寮
の
場
合
特
に
支
障
な
く
行
わ
れ
た
の

に
対
し
て 、
仏
教
界
の
場
合
は
後
に
免
除
さ
れ
る
な
ど 、
そ
の
経
過
が
大
学
寮

よ
り
複
雑
で
問
題
も
多
い
こ
と
に
よ
る 。
な
お、
漢
音
奨
励
の
法
令
は
奈
良
時

代(
七一
O
|

七
九
三)
の
末
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が 、
便
宜
上
平
安
初
期
に
奈

良
末
期
を
含
ま
せ
る 。
ま
た 、
当
時
の
伝
統
的
な
読
諭
音 、
す
な
わ
ち
今
日
言

う
呉
音
系
字
音
に
あ
た
る
も
の 、
そ
れ
を
呉
音
と
呼
ぶ 。
そ
の
他 、
当
時
に
お

け
る
呉
音・
漢
音
の
名
称
や
内
容
と
今
日
言
う
そ
れ
と
は
本
来
別
個
の
も
の
と

し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
が 、
文
脈
か
ら
い
ず
れ
を
指
す
の
か
判
断
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
の
で 、
そ
の
別
を
逐一
示
す
の
は
省
略
す
る 。

二、

漢
音
奨
励
の
法
令

2 

仏
教
界へ
の
漢
音
奨
励
の
最
初
の
法
令
は 、
次
の一
l一

で
あ
る 。

一
一

七
九
三
年(延
暦一
二)
四
月
二
八
日(『
日
本
紀
略』
二
六
七
頁 、
『類

衆
国
史』一二一一一一
真)

制 。
自
今
以
後 。
年
分
度
者 。
非レ
習一
漢
音- 。
勿レ
令ニ
得
度- 。

*
資
料につい
ては 、
末尾
資
料欄
参照 。

こ
の
文
面
に
も
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
よ
う
に 、
仏
教
界
の
場
合 、
奨
励
は

す
べ
て
強
制
な
い
し
命
令
と
言
う
べ
き
も
の
で
あっ
た 。
ま
た 、
漢
音
学
習
は

年
分
度
者
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が 、
こ
れ
は
奨
励
に
関
わ
る
他
の
法
令
に
お

い
て
も
同
じ
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
す
で
に
し
ば
し
ば
指
摘

技
ー

さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も 、
深
く
穿
齢接
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た 。
し
か
し 、
仏

教
界へ
の
奨
励
の
あ
り
ょ
う
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
看
過
で
き
な
い 。
な

お、
一
|一

は
『
日
本
後
紀」
逸
文
で
あ
る
が 、
一
!

二
以
下
五
ま
で
の
漢
音

奨
励
に
関
す
る
規
定
は
す
べ
て
年
分
度
を
定
め
る
法
令
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て 、
お
そ
ら
く
こ
れ
も
年
分
度
の
法
令
の一
部
だ
っ
た
の
で
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る 。

一

二
七
九
八
年(
延
暦一
七)
四
月一
五
日
(『類
衆
国史』
三一一ニ
頁)

勅 。
(
中
略)
而
年
分
度
者 。
例
取ニ
幼
童- 。
頗
習ニ
二
経
之
音
\
未レ
閲ニ
三
乗

之
趣- 。
有
避ニ
謀
役- 。
綴
恭二
絡
徒- 。
還
棄ニ
戒
珠- 。
頓
廃ニ
学
業- 。
爾
乃
形
似ニ

入
道- 。
行
同二
在
家- 。
鄭
竣
成レ
嫌 。
斉
竿
相
濫 。一言
念二
迷
途- 。
寒
合レ
改レ

轍 。
自レ
今
以
後 。
年
分
度
者 。
宜乙
択下
年
以川
五
以
上 。
操
履
己
定 。
智
行

可レ
崇 。
兼
習ニ
正
音- 。
堪レ
為レ
僧
者t
為
t
之 。
毎
年
十
二
月
以
前 。
僧
綱

所
司 。
請ニ
有
業
者
\
相
対
簡
試 。
所レ
習
経
論 。
惣
試こ
大
義
十
僚- 。
取ニ
通

五
以
上
者- 。
具レ
状
申ν
官 。
至レ
期
令レ
度 。
其
受
戒
之
日 。
更
加二
審
試- 。
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通
八
以
上 。
令レ
得ニ
受
戒- 。

*
引
用
文
中
の
傍
線
や
(
)
内
等
は
湯
沢。
以
下
問
じ。

「
正
音」
の
所
が
「
漢
音」
と
な
っ
て
い
る一
文
も
あ
る
が 、
他
の
奨
励
の

法
令
な
ど
と
比
較
し
て
み
る
と
こ
ろ 、
従
来一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

そ
れ
は(
し
か
るべ
き)
漢
音
を
意
味
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る 。
一
ー

二
の
特

色
は 、
年
分
度
の
条
件
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
点
に
あ
る 。
毎
年
正
月
の
宮
中

御
斎
会
に
際
し
て
十
名
を
得
度
さ
せ
る
年
分
度
制
の
解
釈
に
つ
い
て
は 、
部
分

的
に
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の 、
管
見
で
は 、
そ
れ
は
少
数
精
鋭
の
選

良
の
僧
を
選
ぶ
制
度
で
あ
り 、
し
た
が
っ
て
後
に
触
れ
る 、
臨
時
の
得
度
や
国

分
寺
僧
の
得
度
の
そ
れ
な
ど
よ
り
も
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
点
に
お
い

注
2

て 、
諸
氏
の
意
見
は一
致
し
て
い
る 。

と
こ
ろ
で 、
当
時 、
得
度
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
法
令
は
次
の
も
の
で
あ
る 。

一一
ー一

七
三
四
年
(
天
平六)
一
一

月一
二

日
(『
続日
本
紀』
一
三
五
頁)

太
政
官
奏 。
(
中
略)
此
頃
出
家
不レ
審z
学
業
\
多
由ニ
嘱
請
\
甚
平司
法
意
\

自レ
今
以
後 。
不レ
論ニ
道
俗- 。
所レ
挙
度
人 。
唯
取下
闇斗
論
法
華
経一
部 。

或
最
勝
王
経一
一向

。
兼
解=
礼
仏
\
浄
行
三
年
以
上
者上 。
令二
得
度-
者 。
学

問
弥
長 。
嘱
誇
自
休 。

漢
字
音
に
関
し
て
は
二
経
い
ず
れ
か
の
「
闇-諦」
を
義
務
付
け
て
い
る 。
た

だ
し 、
使
用
音
に
対
す
る
言
及
は
な
い 。
二
|一
と
比
べ
た
場
合 、
一
ー一

は

註
3

漢
音
を
課
し
て
い
る
点 、
一
ー

二
は
更
に
大
学
寮
の
課
試
制
度
を
加
え
簡
試
を

行
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る 。

一
l

三
八
O一
年(延
暦二
O)
四
月一
五
日
(「類
衆
国史」一
三
四
頁)

勅 。
前
年
有ν
制 。
(
中
略)
而
今
性
有ニ
敏
鈍
\
成
有ニ
早
晩
\
局
以ニ
性
年問 。

恐
失ニ
英
彦
\
復
三
論
法
相 。
義
宗
殊レ
途 。
彼
此
指
揮 。
理
須三
組
弁- 。
自レ

今
以
後 。
聴レ
取ニ
年
廿
己
上
者一 。
其
簡
試
之
目 。
令レ
弁二一
宗
之
別- 。
受
戒

之
時 。
勿レ
労三
一史
加ニ
審
試一 。
自
余
僚
例 。
一
依ニ
前
制一 。

中
略
の
部
分
に
は一
|

二
が
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
掲
げ
ら
れ
て
い
る 。
た
だ
し「
正

音」
は
「
漢
音」
に
変っ
て
い
る 。
一
ー

二
と
の
大
き
な
違
い
は 、
年
齢
制
限

時時」
AU守

を
緩
和
し
て
い
る
点
と 、
宗
学
と
年
分
度
と
を
結
び
付
け
三
論・
法
相
二
宗
の

弁
別
カ
を
求
め
て
い
る
点
と
に
あ
る 。

一
l

四
八
O
四
年(延
暦二
三)
正
月
七
日(「日
本
後紀』
二
九
頁『類衆
国史』

二
三
八
頁)

勅 。
真
加
妙
理 。
一
味
無
二 。
然
三
論
法
相 。
両
宗
菩
薩 。
目
撃
相
誇 。
蓋

欲レ
令下ニ
後
代
学
者- 。
以
競コ
此
理一 。
各
深中
其
業上
欺 。
如レ
問 。
諸
寺
学
生 。

就三
三
論-
者
少 。
趣=
法
相-
者
多 。
遂
使ニ
阿
党
凌
奪 。
其
道
疎
浅- 。
宜二
年

分
度
者 。
毎レ
年
宗
別
五
人
為-レ
定 。
若
当
年
無二
堪レ
業
者- 。
閥
而
莫レ
模 。

不レ
得下
以ニ
此
宗
人- 。
補ゆ
彼
宗
数
ヘ
但
令下ニ
二
宗
学
生- 。
兼
読中
諸
経
併
疏日

法
華
最
勝 。
依レ
旧
為二
同
業
\
華
厳
浬
繋 。
各
為
二
業一 。
経
論
通
熟 。
乃

以
為ν
得 。
難レ
読ニ
諸
論
二
若
不ν
読ν
経
者 。
亦
不ニ
得
度- 。
其
広
渉ニ
経
論」

習レ
義
殊
高
者 。
勿レ
限ニ
漢
音- 。
自レ
今
以
後 。
永
為ニ
恒
例- 。

こ
の
法
令
は 、
傍
線
部
分
す
な
わ
ち
「
経
論」
の
解
義
力
が
特
に
優
れ
て
い

る
者
の
場
合 、
漢
音
学
習
を
免
除
す
る
と
し
た
最
初
の
法
令
と
し
て 、
早
く
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。一
ー

三
で
触
れ
て
い
る
二
宗
に
関
し
て
は 、

両
宗
間
の
争
い
と
三
論
宗
に
焦
点
を
当
て
た
両
宗
の
振
興
策
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
点
に
留
意
し
た
い 。

一
ー

五
八
O六
年(
延
暦二
五)
正
月
二
六
日(「日
本
後紀」
五
O頁、
「類
爽

国
史』
二
三
八
頁 、
『令集
解』
二
O六
頁)

勅 。
撰レ
災
植ν
福 。
仏
教
最
勝 。
(
中
略)
今
欲下
輿斗
隆
仏
法- 。
利Jm
楽
群

生上 。
凡
此
諸
業 。
廃レ一
不
可 。
宜三
華
厳
業
二
人 。
天
台
業二
人 。
律
業
二

人 。
三
論
業
三
人 。
法
相
業
三
人 。
分レ
業
勧
催 。
共
令ニ
競
学一 。
侃
須干
各

3 



依一一
本
業
疏一 。
読
込山
花
金
光
明
二
部
経 。
漢
音
及
訓上 。
経
論
之
中 。
間三
大

義
十
俊一 。
通=
五
以
上一
者 。
乃
聴ニ
得
度- 。(
各
宗
定
員
の
規
定)
若
有ニ
習レ
義

殊
高一 。
勿レ
限一一
漢
音一 。

「
漢
音
及
訓」
に
つ
い
て
は 、
二
経
を
漢
音 、
訓
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
で
読
め
と
い
う

注
5

意
か 、
漢
音
と
訓
と
で
読
め
と
い
う
意
か
文
面
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が 、
こ

と
解
義
優
先 、
漢
音
の
条
件
付
き
免
除
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
は一
|

四
と
同
じ
で
あ
る 。
な
お、
二
宗
に
関
し
て
は
二
宗
の
み
な
ら
ず
五
宗
ご
と
に

定
員
の
割
り
振
り
を
し 、
「
競
学」
を
う
た
っ
て
い
る 。

以
上 、
奨
励
の
法
令
を一
通
り
見
て
き
た 。
読
諭
音
に
つ
い
て
言
及
し
た
法

令
は一
l一

以
前
に
も
あ
る
が 、
漢
字
音
の
系
統
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
の
規

注
6

定
を
行っ
て
い
る
も
の
は
な
い 。
ま
た 、
一
ー

五
以
外 、
漢
音
を
使
用
す
べ
き

仏
典
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
法
令
は
な
い
が 、
速
水(一
九
八
六
①一
四
五

頁)
は一
|一

に
つ
い
て 、
尾
上
ご
九
六
O
①)
は一

二
に
つ
い
て 、
そ
れ

ぞ
れ
は
得
度
に
際
し
て
い
ず
れ
か
の
「
問
調」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
『
金

光
明
最
勝
王
経』
と
『
法
華
経』
と
に
お
け
る
漢
音
使
用
を
命
じ
た
も
の
と
し

て
い
る 。
一
ー

五
に
お
け
る
仏
典
の
指
定
や 、
年
分
度
の
条
件
の一
つ
と
し
て

漢
音
学
習
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と 、
各
法
令
に
お
け
る
「二
経」
と
は
こ
の
両
経

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら 、
や
は
り一
l一

の
時
か
ら
こ
の
二
経

に
つ
い
て
漢
音
使
用
が
命
じ
ら
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
所
で
あ
ろ
う 。
た
だ

し 、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
そ
れ
以
外
の
仏
典
に
お
け
る
漢
音
使
用
が
な
か
っ
た
こ

と
ま
で
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い 。

三、

漢
音
奨
励
・

免
除
の
理
由

十
年
余
の
聞
に
多
く
は
「
勅」
で
も
っ
て一
i一

か
ら
五
ま
で
が
立
て
続
け

に
出
さ
れ
た
こ
と
や 、
一
!一

の
前
年
に
は
従
前
か
ら
漢
音
学
習
が
義
務
付
け

注
u。

ら
れ
て
い
た
大
学
寮
儒
学
科
学
生(
明
経
生)
に
対
し
て
も 、
次
の
二
i

二
の
奨

励
の
勅
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は 、
平
安
極
初
期
す
な
わ
ち
桓
武
朝
後
半
期

に
お
い
て
積
極
的
な
漢
音
振
興
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
物
語っ
て
い
る 。

一一
|

二

七
九
二
年(
延
暦一
二
年
間一
一
月
二
O
日
(『
日
本
紀
略」
二
六
六

頁)

勅 。
明
経
之
徒 。
不レ
事レ
習レ立目 。
発
声
諭
読 。
既
致ニ
説
謬一 。
宜レ
熟斗
習
漢

音- 。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
時
期 、
そ
の
よ
う
な
政
策
が
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か 。

仏
教
界
の
場
合
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
意
見
を
ま
と
め
て
み
る
と 、
ヴエ
ン
ク

ご
九
五
四 、
四一
O) 、
高
松(一
九
九
三)
は 、
〈
当
時
儒
教
主
義
に
立っ
て
い

た
朝
廷
は
仏
教
統
制
を
行っ
た
が 、
そ
の一
環
と
し
て
漢
音
学
習
を
命
じ
た
〉

と
見 、
ま
た
小
林
ご
九
八
四) 、
湯
沢
二
九
八
八 、
九
三)
は
〈
中
国
文
化 、

な
か
ん
ず
く
中
国
仏
教
摂
取
政
策
の一
環
と
し
て
〉
と
解
し
て
い
る 。
前
者
に

つ
い
て
み
る
と 、
当
時
朝
廷
の
指
針
の
中
心
を
な
し
て
い
た
儒
教
主
義
が
仏
教

政
策
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
の
余
地
は
な
い 。
し
か
し
な
が
ら 、

ま
ず 、
当
時
の
政
治
的
文
化
的
背
景
に
お
い
て
儒
教(
儒
学)
対
仏
教
と
い
う
単

純
な
図
式
な
ど
描
り
そ
う
に
も
な
い 。
さ
ら
に 、
す
で
に
仏
教
界
を
ほ
ぼ
掌
握

注
9

し 、
僧
侶
の
「
資
質
刷
新
向
上
政
策」
を
取
り 、
鎮
護
国
家
の
た
め
の
仏
教
の

育
成
を
図っ
て
い
た
朝
廷
が 、
統
制
を
目
的
と
し
て
な
ぜ
漢
音
強
制
と
い
う「
い

わ
ば一
種
の
姑
息
な
る
手
段」
を
取っ
た
の
か 、
す
な
わ
ち 、
統
制
の
手
段
と

し
て
な
ぜ
漢
音
学
習
と
い
う
知
的
負
担
を
課
す
こ
と
が
選
ば
れ
た
の
か 、
理
解

に
苦
し
む 。
前
述
の
よ
う
に
中
国
文
化
の一
つ
で
あ
る
漢
音
は
そ
れ
自
体
が
学

習
の
目
的
と
も
な
り
う
る
が 、
語
学
の
目
的
は
本
来
外
国
文
化
摂
取
の
手
段
を

身
に
付
け
る
こ
と
に
あ
る 。
一
方 、
当
時
の
政
治
状
況
は
そ
の
儒
教
主
義
に
現

れ
て
い
る
よ
う
に 、
中
国
文
化
摂
取
に
よ
る
律
令
制
再
建
の
真っ
た
だ
中
に
あ

4 



平安初期仏教 に お け る 漢音奨励 と そ の推移
っ
た 。
だ
か
ら
こ
そ
二
|

こ
の
よ
う
な
法
令
も
出
さ
れ
た
の
で
あ
る 。
こ
れ
ら

を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と 、
結
論
的
に
は 、
後
者
す
な
わ
ち
〈
当
時
は
律
令
制

再
建
の
た
め
中
国
文
化
摂
取
政
策
が
取
ら
れ
て
い
た 、
そ
の一
環
と
し
て
中
国

仏
教
摂
取
も
進
め
ら
れ
て
い
た
が 、
そ
の
手
段
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
年

分
度
試
に
お
い
て
受
験
者
に
対
し
て
漢
音
が
強
制
さ
れ
た
〉
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い 。
な
お、
詳
述
は
省
略
に
し
た
が
う
が 、
も
ち
ろ
ん
同
様
の
こ
と
は
大
学

寮
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る 。

さ
て 、
一
l

四
以
降
行
わ
れ
た
漢
音
免
除
は 、
解
義
に
優
れ
た
者
に
対
す
る

特
例
措
置
で
あ
っ
た 。
解
義
重
視
は一
ーー二

で
の
課
試
の
導
入
に
す
で
に
認
め

ら
れ
る
所
で
あ
る
が 、
な
ぜ一
l

四
に
至
り 、
漢立目
よ
り

優
先
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か 。
逆
に
言
え
ば 、
な
ぜ
経
論
へ
の
「
通
熟」
が
漢
音
免
除

の
条
件
と
な
り
得
た
の
だ
ろ
う
か 。
解
義
優
先
に
至
る
事
情
は一
|一こ

か
ら一

|
四
の
聞
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
こ
で
改
め
て一
|

三
と
四
と
を

比
べ
て
み
る
と 、
解
義
や
漢品目
の
取
扱
い
方
の
外 、
試
験
の
あ
り
方
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
こ
と 、
そ
し
て
そ
れ
に
は
三
論・
法
相
両
宗
の
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
即
座
に
知
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
一
ー

三
は
二
宗
の
弁
別
力
を
要
求
し

て
い
る
だ
け
な
の
に
対
し
て 、
一

四
は
二
宗
ご
と
に
五
人
の
定
員
を
割
り
当

て
る
と
と
も
に 、
両
宗
受
験
者
の
学
習
内
容
を
も
細
か
く

規
定
し
て
い
る
の
で

あ
る 。
一
|

三
か
ら一

四
に
至
る
過
程
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
た
め
に 、

い
ま 、
両
者
の
聞
に
出
さ
れ
た
法
令
で
二
宗
に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
求
め
て

み
る
と 、
次
の
よ
う
な
法
令
が
見
い
だ
さ
れ
る 。

一一
|

三
八
O二
年(延
暦二
二
正
月一
三
日(『類
衆
国
史』
二
三
七
頁)

勅 。
今
問 。
三
論
法
相 。
二
宗
相
争 。
各
専
二
門
\
彼
此
長
短 。
若
偏
被ν

抑 。
恐
有二
衰
微- 。
自レ
今
以
後 。
正
月
最
勝
王
経
併
十
月
維
摩
経
ニ
会 。
宣下

請ニ
六
宗- 。
以
広中
学
業i

一一
l

四
八
O
三
年(
延
暦
二
二)
正
月
二
六
日
(「
類衆
国史』
二
三
七
頁)

勅 。
絡
徒
不ν
学二
三
論
\
専
崇=
法
相一 。
三
論
之
学 。
殆
以
将レ
絶 。
頃
年
有ν

勅 。
二
宗
並
行 。
至ニ
鴨
度-
者 。
未レ
有二
法
制
\
自レ
今
以
後 。
三
論
法
相
各

度ニ
五
人- 。
立
為ニ
恒
例- 。

な
お、
一
ー

三
以
前
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

一一
|

五
七
九
八
年(
延
暦一
七)
九
月一
六
日
(『類
衆
国史』
二
三
七
頁)

詔
目 。(
中
略)
比
来
所レ
有
仏
子 。
偏
務ニ
法
相
\
至-
於
三
論
\
多
廃ニ
其
業J

(
以
下
「
両家並
習」
を
奨
励)

一
ー

二 、
一
l

五
な
ど
も
含
め 、
一
連
の
法
令
に
関
し
て
は
す
で
に
仏
教
史

注
日

学
か
ら
の
論
及
が
あ
る
が 、
全
体
を
通
じ
て 、
年
代
と
と
も
に
両
宗
の
対
立
が

激
化
し 、
そ
れ
に
と
も
な
い
三
論
宗
を
中
心
と
し
た
二
宗
な
い
し
諸
宗
の
振
興

策
が
と
ら
れ
た
こ
と 、
そ
し
て
定
員
化
も
そ
の一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と 、

加
え
て
二
葉
こ
九
八
四
②)
の一一百
う
よ
う
に
二
|

四
に
お
い
て
年
分
度
と
二
宗

等
の
振
興
が
結
び
付
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
看
取
さ
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
で
度
試
に
お
け
る
解
義
の
位
置
を
追っ
て
み
る
と 、
解
義
重
視
に
至
る

の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
そ
の
宗
の
維

持・
振
興
の
た
め
に
は
そ
の
宗
が
そ
の
宗
と
し
て
持っ
て
い
る
独
自
性 、
い
わ

ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
確
立
さ
れ
喧
伝
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が 、
そ
の
根
拠

は
各
宗
の
根
本
経
論
に
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
そ
の
解
義 、
一
ーー

四
に
沿っ
て

言
え
ば
共
通
の
「
業」
や
自
宗
の
「
業」
さ
ら
に
は
「
但」
以
下
で
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
「
諸
経
併
疏」
な
ど
に
も
通
じ 、
そ
し
て
そ
れ
を
人
に
説
く

こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
と
な
る 。
ひ
る
が
え
っ
て 、
一
ー

三
は
先
に
指
摘

し
た
よ
う
に 、
宗門子
に
つ
き
受
験
者
に二
宗
弁
別
能
力
を
求
め
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る 。
こ
こ
に
至
り 、
二
葉(一
九
八
四
②
1

@ 、
一
九
八
六)
の
「
宗
学」
と

注
ロ

い
う
語
を
借
用
す
る
と 、
宗
学
の
振
興
こ
そ
解
義
優
先
の
源
に
外
な
ら
ず 、
そ

5 



し
て 、
漢
音
免
除
は
そ
の
い
わ
ば
代
償
と
し
て
な
さ
れ
た
処
置
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る 。

以
上
を
年
分
度
制
整
備
の
過
程
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
ま
と
め
る
と 、
〈
朝
廷

は 、
三
論
宗
振
興
に
力
点
を
置
い
た
年
分
度
制
の
改
定
を
し
ば
し
ば
行っ
た
が 、

そ
の
眼
目
の一
つ
は
宗
学
の
奨
励 、
解
義
の
よ
り一
層
の
重
視
で
あ
っ
た 。
漢

音
免
除
は
そ
の
代
償
措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
〉
と
な
ろ
う 。
な
お、

宗
学
と
五
宗
振
興
策
を
打
ち
出
し
て
い
る一
ーー

五
に
お
け
る
漢
音
免
除
の
理
由

も 、
基
本
的
に
は一
ーー

四
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
る 。

と
こ
ろ
で 、
高
い
解
義
力
要
求
に
対
す
る
代
償
措
置
と
し
て
漢
音
免
除
が
選

ば
れ
た
こ
と
は 、
仏
教
界
に
漢
音
は
必
ず
し
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
な
か
っ

た
こ
と 、
免
除
に
よ
っ
て
生
じ
る
障
害
は
解
義
軽
視
に
よ
り
生
じ
る
そ
れ
よ
り

小
さ
い
と
朝
廷
が
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る 。
し
か
し 、
障
害
は
障
害

と
し
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
漢
音
の
学
習
は
外
国
語
の
学
習
で
あ
る
点
か
ら

す
る
と 、
そ
れ
は
ま
ず
中
国
語
を
用
い
て
中
国
人
か
ら
直
接
中
国
文
化
を
摂
取

す
る
際
に
生
じ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る 。
し
か
し 、
自
身
は
漢
音
が
不
自
由
で

も 、
通
訳
を
介
し
あ
る
い
は
筆
談
に
よ
り

摂
取
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る 。

ち
な
み
に 、
最
澄
は 、
後
に
天
台
座
主
と
な
っ
た
弟
子
義
真
を
通
訳
と
し
て
伴

い
八
O
四
年(
延
暦二
三
年)
渡
唐
し
た 。
ま
た 、
円
仁
も 、
い
つ
ま
で
そ
う
だ

つ
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も 、
八
三
八
年(
承
和
五
年)
渡
唐
後 、
か

な
り
の
間
通
訳
を
介
し
て
あ
る
い
は
筆
談
で
も
っ
て
中
国
人
や
中
国
僧
と
意
思

注
目

の
疎
通
を
図っ
て
い
る 。
な
お、
地
理
的
な
条
件
か
ら
し
て 、
当
時
の
日
本
に

あ
っ
て
中
国
語
会
話
に
よ
る
中
国
文
化
の
直
接
的
な
摂
取
が
日
常
的
に
行
わ
れ

て
い
た
な
ど
と
は
考
え
が
た
い 。
ま
た 、
仏
典
を
読
み
解
義
を
進
め
て
行
く

場

面
を
考
え
て
み
る
と 、
す
で
に
漢
字・
漢
文
を
通
し
て
中
国
文
化
を
摂
取
す
る

こ
と
が
定
着
し
て
い
た
そ
の
当
時
に
あ
っ
て 、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
長
い
伝

統
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
新
た
に
漢
音
が
ど
う
し
て
も
必
要

註
H

と
さ
れ
る
の
は 、
特
別
な
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
大
過
な
い
で
あ

ろ
う 。

6 

た
だ
し 、
仏
教
界
に
お
い
て
漢
字
音
は
宗
教
に
不
可
欠
の
儀
礼
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
中
国
文
化
摂
取
に
お
り
る一
般
的
な
必
要
度
を
検

討
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う 。
い
ま
読
諦
音
に
目
を
向
け
て
み
る
と 、

前
述
の
よ
う
に
漢
音
は
年
分
度
試
で
は(
主
と
し
て)
二
経
に
お
い
て
用
い
ら
れ

た
と
見
ら
れ
る
が 、
も
し
当
時
漢
音
が
公
的
な
場
に
お
け
る
二
経
の
斉
唱
な
ど

で
用
い
ら
れ
る
く
ら
い一
般
化
じ
て
い
た
と
し
た
ら 、
そ
の
学
習
免
除
は
解
義

の
代
償
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る(
湯
沢一
九
八
八) 。

ま
た 、
一
ー

四
の
発
令
は一
l一

か
ら
わ
ず
か
十
年
余
し
か
た
っ
て
い
な
い
時

に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や 、
周
知
の
よ
う
に
古
来
漢
音
加
点
仏
典
は

注
目

少
な
い
こ
と 、
あ
る
い
は
大
学
寮
の
よ
う
に
組
織
的
に
漢
音
教
育
を
行
う
機
関

が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も 、
当
時
に
お
け
る
漢
音
の
使
用
範
囲
が
か
な
り

狭
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
資
料
上
の
制
約
か
ら
状
況
証
拠

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も 、
こ
の
よ
う
に 、
当
時 、
仏
典
に
あっ
て
漢

音
が一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い 。
す
な
わ
ち 、
平

安
初
期
仏
教
界
に
あっ
て
は
従
前
通
り
呉
音
が
ご
く

普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た

注
目

||
お
そ
ら
く
二
経
も一
般
に
は
呉
音
使
用
だ
っ
た

||
の
で
あ
り 、
し
た
が

っ
て
免
除
後
も
読
調
音
に
お
い
て
特
に
不
都
合
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る 。

ま
と
め
て
み
る
と
〈
当
時
の
日
本
仏
教
界
に
あっ
て
中
国
仏
教
の
摂
取
や
仏

典
読
諭
等
は
呉
音
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が一
般
的
で
あっ
た 、
つ
ま
り
漢
音

は一
部
の
僧
や
仏
典
等
を
除
く
と
絶
対
不
可
欠
な
も
の
で
な
か
っ
た 、
そ
の
た

注
げ

め
に
解
義
の
代
償
と
し
て
免
除
が
行
わ
れ
た
〉
と
考
え
ら
れ
る 。
と
は
い
え 、



平安初期仏教 に お け る 漢音奨励 と その推移
一
ー

四
以
降
も
朝
廷
は
年
分
度
者
に
は
原
則
と
し
て
漢
音
を
必
修
と
し
て
い
た

こ
と
に
変
わ
り
な
い 。
法
令
上
の
特
例
と
し
て
免
除
の
規
定
を
設
け
た
だ
け
の

こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
五
節
で
取
り
上
げ
る
九
世
紀
中
頃
の一
|

六
の
法
令

に
お
い
て 、
朝
廷
が
漢
音
の
試
験
の
実
行
を
な
お
期
待
し
て
い
る
点
か
ら
も
う

か
が
わ
れ
る
所
で
あ
る 。
裏
返
せ
ば 、
漢
音
学
習
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
て

い
た
か
ら
こ
そ 、
朝
廷
は
全
面
的
廃
止
に
は
踏
み
切
ら
な
か
っ
た 、
と
い
う
よ

浅
川

り
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と 、
免
除
は
漢
音

軽
視
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く 、
解
義
最
優
先
の
中
に
あ
っ
て
や

む
を
え
ず
取っ
た
措
置
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

な
お、
免
除
の
理
由
を
漢
音
の
む
ず
か
し
さ
に
求
め
る
意
見
が
提
出
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い 。
確
か
に 、
学
習
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
免
除
の
対
象
と
な

り
え
た
に
違
い
な
い 。
し
か
し 、
中
国
文
化
摂
取
が
国
是
だ
っ
た
時
代 、
も
と

も
と
学
業
等
に
優
れ
た
受
験
者
に
お
い
て 、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
免
除
さ

れ
た
と
は
考
え
が
た
い 。
す
な
わ
ち 、
解
義
優
先
と
い
う
前
提
の
も
と
で 、
初

め
て
学
習
上
の
困
難
さ
も
免
除
の
理
由
の一
と
な
り
え
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う 。
ち
な
み
に 、
全
般
的
に
学
的
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
大
学
寮
に

注
目

お
い
て 、
漢立
息子
習
免
除
の
類
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
は一
度
と
て
な
か

っ
た 。
一
方 、
小
林
二
九
八
四)
は 、
免
除
は
「
学
問
は
出
来
る
が
中
国
語
の

発
音
は
だ
め
と
い
う
人」
を
逃
さ
な
い
た
め
行
わ
れ
た
と
す
る 。
ま
た 、
高
松

(一
九
九
三
②)
は「
解
義
力
に
秀
で
た
人
材
難」
解
消
の
た
め
と
す
る 。
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も
人
に
よ
り
得
意
と
す
る
も
の
は
異
な
っ
て
い
た
に
違
い
な

い 。
し
た
が
っ
て 、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
当
時
の
現
実
の一
商
を
つ
い
て
い
る
葦

然
性
が
高
い 。
し
か
し
な
が
ら 、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に 、
法
令
に
即
し

て
み
る
限
り 、
あ
く
ま
で
も
高
い
解
義
力 、
高
度
な
「
学
問」
を
受
験
者
に
求

め
た
こ
と
が 、
免
除
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い 。

し
た
が
っ
て 、
結
果
的
に
両
氏
の
言
う
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
と
し
て
も 、
こ

と
当
初
か
ら
漢
音
の
「
発
音
は
だ
め
な
人」
の
得
度
を
図っ
て
免
除
が
行
わ
れ

性
別

た
な
ど
と
解
す
る
の
は
到
底
無
理
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る 。

四、

臨
時
の
得
度
の
場
合

中
央
で
行
わ
れ
る
得
度
に
は 、
年
分
度
の
外 、
折
り
に
触
れ
行
わ
れ
る
臨
時

の
得
度
が
あ
っ
た
が 、
そ
こ
で
漢
音
の
試
験
が
な
さ
れ
た
の
か
ど
う
か 。
こ
れ

に
つ
い
て
は 、
漢
音
強
制
は
年
分
度
者
に
限
ら
れ
て
い
た
(
高
松一
九
九
三
①

②) 、
年
分
度
同
様
行
わ
れ
た(
湯
沢一
九
八
八)
と
す
る 、
二
つ
の
意
見
が
あ
る 。

し
か
し 、
い
ず
れ
も
年
分
度
の
規
定
か
ら
そ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
と
い
っ
た

程
度
に
と
ど
ま
る 。
そ
こ
で 、
以
下 、
主
と
し
て
尾
上(一
九
六
O)
中
井(一

九
九一
①
③)
に
導
か
れ
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
い 。

中
井
に
よ
れ
ば
「(
年
分
度
は)
少
数
の
選
良
を
目
的
と
し 、
臨
時
(
の
得
度)

は
年
分
に
洩
れ
て
な
お
得
度
の
機
会
を
待つ
多
数
の
志
願
者
に
希
望
を
与
え 、

か
っ
国
家
社
会
の
潜
在
的
な
需
要
を
満
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る」
と
さ
れ
る 。

臨
時
の
得
度
に
関
し
て
述
べ
た
記
事
で
漢
音
へ
言
及
し
て
い
る
も
の
は
な
い

が 、
次
の
勅
は
臨
時
の
場
合
も
年
分
度
と
同
様 、
課
試
を
行
う
と
し
て
い
る 。

一一
|

六
八
二
九
年(
天
長
六)
四
月一
七
日(「
類
衆
国
史」
一
九
七
頁『
日
本
逸

史』
三
四四
頁)

勅
目 。
(
中
略)
省
寮
僧
綱 。
率千
宗
師
長ニ
其
道-
者上 。
課斗
試
之- 。
一
同二
年

分
\
其
諸斗一論
法
華
若
最
勝
王
経- 。
及
禅
行
傑
駕 。
験
聴レ
衆
者 。
亦
同
預レ

之 。し
か
し
な
が
ら 、
尾
上
の
指
摘
に
よ
る
と 、
実
際
に
は
仏
典
読
諦
あ
る
い
は

修
法
の
み
に
よ
る
得
度
が
多
か
っ
た
と
い
う 。
ま
た一
l

四
発
令
後
は
漢
音
免

除
の
こ
と
も
関
わ
っ
て
来
る
の
で
断
定
し
が
た
い
が 、
次
の
三
点
か
ら
見
て
も 、

7 



臨
時
の
得
度
に
つ
い
て
は
旧
説
を
補
正
し 、
〈
漢立日
強
制
は
公
的
に
は一
応
あ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た 、
し
か
し
な
が
ら 、
実
際
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た 、
な

い
し
は
行
わ
れ
た
と
し
て
も
年
分
度
に
お
け
る
ほ
ど
に
は
厳
し
く
な
か
っ
た
〉

と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る 。

①
漢立自
に
触
れ
る
記
事
の
な
い
の
は 、
そ
れ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
な
い
か 。
ち
な
み
に 、
前
述
の
よ
う
に 、
得
度
に
関
し
て
の
漢
音へ

の一言
及
は 、
年
分
度
関
係
の
規
定
や
記
事
の
中
に
し
か
見
い
だ
さ
れ
な
い 。

②
臨
時
の
得
度
で
は 、
一
度
に
何
十
人 、
何
百
人
も
の
度
者
が
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い 。
例
え
ば
二
|

六
の
場
合
は
百
人
で
あ
る 。
多
数
の
受

験
者
に
対
し
て
課
試
等
も
含
め 、
少
数
の
選
良
の
受
験
者
の
た
め
に
作
ら
れ

た
年
分
度
試
と
同
様
の
試
験
を 、
同
様
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
か 。
特
に
漢
音
に
限っ
て
み
る
と 、
次
の
二
|

七
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、

僧
綱
所
に
大
学
寮
音
博
士
が
出
向
い
て
試
験
を
行っ
た
が 、
定
員
二
名
の
音

博
士
が
不
定
期
の
試
験
で
多
数
の
受
験
者
に
対
し
て 、
年
分
度
者
の
場
合
と

同
様
の
試
験
を
行
う
こ
と
が
は
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
か 。

③
仏
教
界
に
は
前
述
の
よ
う
に
漢
音
教
授
の
機
関
は
な
か
っ
た
か
ら 、
多
数
の

受
験
者
が
十
分
漢
音
を
学
習
で
き
る
機
会
な
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か 。
ち
な
み
に 、
次
の
二
|

七
に
見
る
よ
う
に 、
八一
O
年(
大
同
五)
に

天
台
宗
最
初
の
年
分
度
者
と
な
っ
た
光
定
は
そ
の
前
年
大
学
寮
で
音
博
士
か

ら
漢
音
の
教
授
を
受
け
た
が 、
臨
時
の
得
度
の
多
数
の
受
験
者
が
定
員二
名

註
引

の
音
博
士
か
ら
同
様
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
考
え
が
た
い 。

一一
|

七
『
伝
述一
心
戒
文』
上
(
六
三
五
頁)

彼
年
(
大
同
四)
夏
間
掻レ
首
無レ
間
三
部
大
乗 。
修
練
而
学-
大
義
\
彼
年
七

月 。
参ニ
が
大
学- 。
読斗
習
漢
音-
修
練 。
宿
禰
音
博
士
従
五
位
下
高
貞
門
継 。

其
年
十一
月 。
参二
於
綱
所J
七
大
寺
名
徳 。
試=
が
義
旨」
試ニ
松
文
意J

文
九
第
略
第一

。
義
八
第
略
第
二 。
被レ
試--
漢
音- 。
大
学
音
博
士
大
夫
見

定二
於
二
寺」

な
お 、
そ
の
外 、
臨
時
の
度
者
の
場
合
は
右
に
見
て
来
た
よ
う
に
得
度
の
際

の
条
件
が
概
し
て
緩
や
か
だ
っ
た
こ
と
か
ら 、
一
般
に
年
分
度
者
よ
り
得
度
後

受
戒
に
至
る
期
間
が
長
く 、
ま
た
昇
進
が
不
利
で
あ
っ
た 。
緩
や
か
さ
の一
つ

と
し
て 、
あ
る
い
は
漢
音
の
免
除
な
ど
あっ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
ま
た 、
宗

学
は
年
分
度
者
の
行
う
も
の
で
あ
り
臨
時
の
度
者
は
そ
れ
に
は
無
縁
の
存
在
だ

っ
た
と
す
る
二
葉
の
説
二
九
八
四
②
③ 、
一
九
八
六)
に
し
た
が
う
と 、
仏
教
学

の
第一
線
に
立
つ
学
僧
を
選
ぶ
年
分
度
試
だ
か
ら
こ
そ
漢
音
が
義
務
付
け
ら
れ

た
が 、
そ
れ
以
外
の一
般
の
度
者
の
場
合
は
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た 、
と
考
え
る

註
泣

こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る 。

さ
て 、
地
方
で
行
わ
れ
た
国
分
寺
僧
補
闘
の
た
め
の
度
試
の
場
合
も 、
臨
時

の
度
試
と
ほ
ぽ
同
様
の
理
由
か
ら 、
ま
た
地
方
の
場
合
特
に
昔
博
士
は
太
宰
府

だ
け
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
で
も 、
臨
時
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
か 、
も

っ
と
規
制
が
緩
く 、
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る 。

8 

玉、

漢
音
免
除
以
後

一
ー

四 、
五
以
後 、
仏
教
界
で
漢
音
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
か 。
免
除
は
煎
じ
詰
め
れ
ば 、
漢
音
を
学
ん
で
い
な
く
て
も
度
試
に
合
格
で

き
る
道
を
聞
く
も
の
で
あっ
た 。
こ
れ
に
対
し
て 、
免
除
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

解
義
の
試
験
の
方
は
終
始一
貫
受
験
者
に
謀
せ
ら
れ
て
い
た 。
呉
音
使
用
が
基

調
の
仏
教
界
で
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
受
験
者
か
ら 、
漢

音
学
習
の
意
欲
が
失
わ
れ
て
行
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あっ
た
ろ
う 。
優
れ
た

解
義
力
さ
え
あ
れ
ば
得
度
が
許
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら 、
中
に
は
当
初
か
ら
漢立国

学
習
を
志
さ
な
か
っ
た
者
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
う
る 。
い
ず
れ



平安初期仏教 に おりる 漢音奨励 と その推移
に
せ
よ 、
免
除
後 、
従
前
ど
お
り
な
い
し
従
前
に
も
ま
し
て
漢
音
学
習
が
行
わ

れ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り 、
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
生
じ
た
と
い
う
報
告
も
な
い 。

と
こ
ろ
で 、
次
の一
|

六
は 、
そ
の
後
の
状
況
を
示
す
好
個
の
法
令
と
し
て

古
来
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

一
ー

六
八
六
九
年
(
貞
観一
一)
五
月
七
日
(『
類
衆
三
代
格』
七
六
頁)

太
政
官
符 。
応τ
任レ
理
課ゴ
試
年
分
度
者-
事 。

(
藤
原
基
経)
奉レ
勅 。
頃
年
知レ
聞
愛
憎
任レ
意 。
選
択
失レ
方 。
漢
音
廃
之
而

無レ
試 。
大
義
問
之
而
不レ
精 。
高
才
含-
膿
退
之
嘆- 。
浅
識
懐コ
鴻
漸
之
喜- 。

従
来
こ
れ
は一
|

四 、
五
な
ど
と
の
関
わ
り
あ
い
に
お
い
て 、
漢
音
奨
励
挫

n
n

 

折
の
証
と
さ
れ
て
来
た 。
法
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
漢
音
の
試
験
を
停
止
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
か
ら 、
「
漢
音
廃
之
而
無
試」
の
起
因
が
漢
音
免
除

の
法
令
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
の
点 、
解
義
の
試
験
の
方
は
と

に
も
か
く
に
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る 。
た
だ
し 、
一
ー

六
を

〈
受
験
者
は
漢
音
学
習
を
し
よ
う
と
し
な
い
〉
こ
と
へ
の
非
難
と
解
す
る
意
見

(
山
田
孝
雄一
九
四
O)
に
対
し
て
は 、
こ
れ
は
試
験
を
す
る
側
を
弾
劾
す
る
も

の 、
す
な
わ
ち
八
年
分
度
試
は
し
か
る
べ
き
方
法
で
行
わ
れ
て
い
な
い 、
漢立闘

の
試
験
は
し
な
い 、
解
義
の
試
験
も
丁
寧
に
や
ら
な
い
〉
こ
と
へ
の
非
難
と
解

さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い 。

と
こ
ろ
で 、
尾
上
二
九
六
O
①)
は 、
天
長(
八
二
四
1

三
四)
頃
年
分
度
試

が
規
定
通
り
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
が 、
彼
に
よ
れ

ば
八
臨
時
の
度
者
の
試
験
で
は 、
規
定
に
し
た
が
わ
ず
課
試
が
余
り
行
わ
れ
な

か
っ
た
が 、
そ
れ
と
似
た
傾
向
が
年
分
度
の
場
合
に
も
生
じ
た 、
そ
の
結
果
こ

の
法
令
が
発
せ
ら
れ
た
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う 。
一
方 、
一
|

四
と
五
は
免

除
こ
そ
認
め
て
い
る
も
の
の 、
漢立回
の
試
験
の
廃
止
ま
で
許
可
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い 。
だ
か
ら
こ
そ 、
一
ー

六
で
「
漢
音
廃
之
市
無
試」
に
対
し
て
朝
廷

か
ら
非
難
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
こ
に
至
っ
て 、
一
'1

六

か
ら
〈
漢
音
の
試
験
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
根
源
は
免
除
の
規
定
に
あ
る 。
し

か
し 、
そ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
な
く
な
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
年
分
度
試
そ
の

も
の
の
形
骸
化
な
い
し
弛
緩
が
あ
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る 。
な
お、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は 、
免
除
の
規
定
に
よ
る
受
験
者
の
漢
音
学

習
意
欲
の
減
退
と
そ
れ
に
と
も
な
う
漢
音
カ
の
低
下
が
生
じ 、
そ
れ
ら
が
ま
た
注
M

「
漢
音
廃
之
市
無
試」
へ
拍
車
を
か
け
た
と
い
う
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、
一
ー

六
以
降 、
漢
音
の
奨
励
は
な
さ
れ
て
い
な
い 。
個
人
的
に
は
熱
心

に
学
習
す
る
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
が 、
仏
教
界
全
体
と
し
て
は
漢
音
学
習
の
衰

退
が
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る 。

六、

結

語

仏
教
界
に
お
け
る
漢
音
奨
励
は 、
八
世
紀
末
の
強
制
に
始
ま
り 、
九
世
紀
初

頭
の
条
件
付
き
免
除
を
経
て
衰
退
し
て
行っ
た 。
こ
れ
は 、
当
時
の
朝
廷
が
日

本
仏
教
の
使
用
音
に
お
い
て 、
漢
音
は
必
要
だ
が
呉
音
だ
げ
で
も一
応
用
は
足

り
る
と
見
て
い
た
こ
と
に
よ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
当
時
の
国
是
で
あ
る
中
国

文
化
摂
取
と
い
う
点
に
お
い
て 、
免
除
は
結
局
後
退
に
ほ
か
な
ら
な
い 。
得
度

許
可
の
最
終
決
定
権
は
朝
廷
に
あ
っ
た
か
ら 、
解
義
を
よ
り
重
視
し
つ
つ
も
な

お
全
受
験
者
に
漢
音
を
強
制
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
も
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る 。
す
な
わ
ち 、
強
制・
免
除
に
つ
い
て
は
別
の
条
件
が
関
与
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る 。
そ
こ
で 、
参
考
ま
で
に
奨
励
の一
方
の
対
象
で
あ
る
大
学
寮
儒

注
お

学
科
に
目
を
転
じ
て
み
る
と 、
六
七
O
年(
天
智
九)
の
設
置
以
来 、
朝
廷
は
儒

学
科
学
生
に
対
し
終
始一
貫 、
漢
音
を
基
礎
必
修
科
目
と
し
て
課
し
て
い
た 。

(こ
の
点におい
て二
二
は
まさ
に
奨
励と
呼ぶ
にふ
さわしい
法
令で
あ
る) 。
こ

9 



こ
に
認
め
ら
れ
る
漢
音
の
位
置
付
け
の
違
い
は 、
中
国
文
化
摂
取
に
お
い
て
仏

教
界
の
方
が
大
学
寮
よ
り
そ
の
必
要
度
な
い
し
緊
急
度
が
低
い
と
朝
廷
が
認
め

て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い 。
言
う
ま
で
も
な
く 、
中
国
文
化

移
入
に
お
い
て
前
者
は
中
国
仏
教
を 、
後
者
は
儒
学
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
た 。

当
時
朝
廷
が
仏
教
界
に
求
め
て
い
た
も
の
は
鎮
護
国
家
で
あ
っ
た 。
こ
の
意
味

に
お
い
て 、
中
国
仏
教
摂
取
は
ま
さ
に
そ
の一
方
策
で
あ
っ
た 。
一
方 、
大
学

寮
儒
学
科
に
は 、
将
来
官
僚
の
中
心
と
な
る
べ
き
学
生
に
対
す
る
儒
学
教
授
を

求
め
て
い
た 。
右
の
よ
う
に 、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
二
点
が
明
ら
か

に
な
る 。

①
仏
教
界
で
は 、
実
社
会
か
ら一
歩
隔
た
っ
た
宗
教
面
に
お
け
る
中
国
文
化
の

摂
取
が
行
わ
れ
た 。。
特
に 、
当
時
は
玄
肪
や
道
鏡
等
の
活
躍
し
た
時
代
の
後

で 、
仏
教
界
は
政
治
的
影
響
力
に
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら 、

そ
の
傾
向
は一
段
と
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

②
大
学
寮
で
は 、
政
治
や
行
政
等 、
国
家
の
指
針
や
運
営
に
直
接
関
わ
る
面
に

お
け
る
摂
取
が
行
わ
れ
た 。
当
時
は
儒
教
主
義
の
も
と
で
律
令
制
再
建
を
画

策
し
て
い
た
時
代
だ
け
に 、
そ
の
要
求
は一
段
と
強
か
っ
た
に
違
い
な
い 。

こ
こ
に
至
り 、
大
学
寮
儒
学
科
に
比
べ
る
と
仏
教
界
は
非
実
社
会
的
な
傾
向

の
強
い
中
国
文
化
摂
取
の
場
で
あ
っ
た
た
め 、
漢
音
の
緊
急
度
は
や
や
弱
い
と

朝
廷
は
判
断
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
見
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
来
る 。
そ
し

て 、
こ
の
こ
と
と 、
仏
教
界
は
呉
音
で一
応
十
分
と
い
う
認
識
と
が
あ
い
ま
っ

て 、
朝
廷
は
免
除
に
踏
み
切
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

た
だ 、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
と 、
〈
右
に
述
べ
た
よ
う
な
仏
教
の
位

置
や
仏
教
界
の
事
情
く
ら
い
朝
廷
は
十
分
理
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い 、
し
た

が
っ
て 、
も
と
も
と
仏
教
界へ
の
漢
音
奨
励
に
は
熱
心
で
な
か
っ
た
の
で
な
い

か 、
臨
時
の
得
度
な
ど
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
〉
と
い
う
見
方
も

成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
何
と
い
っ
て
も
仏
教
は
中
国

文
化
摂
取
の
中
心
の一
を
な
し
て
い
た
こ
と
や 、
漢
音
学
習
免
除
は
日
本
仏
教

育
成
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
行っ
た
措
置
で
あ
る
こ
と 、
一
ー

六
で
は
な
お
漢

音
の
試
験
を
求
め
て
い
る
こ
と 、
本
来
臨
時
の
得
度
は
特
別
な
場
合
に
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と 、
さ
ら
に
は 、
奨
励
は
多
く 、
最
高
の
法
令
で
あ
る「
勅」

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
々
か
ら 、
結
果
的
に
朝
廷
は
十
分
意
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
げ
れ
ど
も 、
当
初
よ
り
少
な
く
と
も
年
分
度
に
つ
い
て

は
ず
っ
と
漢
音
強
制
に
熱
心
で
あ
り
続
げ
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
所
で
あ
ろ

〉
フ。
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と
こ
ろ
で 、
鎮
護
国
家
の
も
と
に
お
い
て 、
漢立目
は
解
義
と
ど
の
よ
う
な
間

柄
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
こ
の
間い
は 、
解
義
重
視 、
宗
学
振
興
の
究
極

的
な
目
的
は
何
か
と
い
う
問
題
に
結
び
つ
く
が 、
宗
学
も
つ
ま
る
と
こ
ろ
鎮
護

国
家 、
一
l

五
の一言
を
用
い
る
と
「
撰
災
植
福 。
誘
善
利
生」
を
目
指
す
も
の

設
初

で
あ
っ
た 。
す
な
わ
ち 、
漢
音
は
鎮
護
国
家
と
い
う
点
に
お
い
て
解
義
と
共
通

の
価
値
を
持っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
を
強
制・
免
除
と
の
関
係
に
お

い
て
言
い
換
え
る
な
ら 、
鎮
護
国
家
と
い
う
大
枠
の
中
で
〈
漢
音
強
制
〉
は

〈
解
義
優
先
1

条
件
付
き
漢
音
免
除
〉
に
置
き
換
え
ら
れ
た 、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う 。
そ
し
て
い
ま 、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
仏
教
界
に
お
け
る
漢
音
奨
励

を
大
ま
か
に
と
ら
え
直
し
て
み
る
と 、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

マ令 。一
ー一

か
ら
五
に
お
け
る 、
受
験
年
齢
の
規
定 、
三
論・
法
相二
宗
の
争
い

に
関
わ
る
学
業
の
規
定
や
そ
の
変
更 、
あ
る
い
は
二
宗
ま
た
五
宗
の
振
興

等
々
は 、
す
べ
て 、
鎮
護
国
家
を
最
終
目
的
と
す
る
年
分
度
試
整
備
の一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
漢立日
強
制
と
免
除
も
そ
れ
に
伴
う一
措
置

で
あ
る 。



平安初期仏教 に お け る 漢音奨励 と その推移

一

六
に
う
か
が
わ
れ
る
漢
音
の
試
験
の
廃
止
は 、
年
分
度
試
整
備

な
ら
ぬ
弛
緩
に
伴
う
結
果
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る 。

以
上 、
大
学
寮
と
比
べ
る
と
仏
教
界
は一
過
的
な
漢
音
奨
励
策
に
翻
弄
さ
れ

て
い
た
か
の
観
が
あ
る
が 、
そ
れ
は
す
べ
て
年
分
度
試
制
自
体
の
不
安
定
さ
に

由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

年
分
度
試
は
少
数
精
鋭
の
選
良
の
僧
を
選
ぶ
た
め
の
最
高
の
国
家
試
験
で
あ

る 。
し
た
が
っ
て 、
仏
教
界
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
制
度
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い 。
一
方 、
平
安
初
期
に
お
い
て
仏
典
読
請
は
呉
音
で
用
は
足
り
て
い
た 。

こ
こ
に 、
漢
音
強
制
は 、
一
つ
は
そ
の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
と
し
て 、
ま
た

現
実
的 、
具
体
的
に
は
漢
音
即
新
し
い
中
国
語
音
の
学
習
を
強
制
す
る
も
の
と

し
て 、
仏
教
界
に
新
た
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い 。
こ
の
試
験
の
拒

否
な
ど 、
当
時
の
受
験
者
に
は
到
底
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら 、
既
に
述

べ
て
き
た
よ
う
に
そ
の
教
育
体
制
も
整っ
て
い
な
い
中
で 、
受
験
者
は
彼
な
り

に
懸
命
に
漢
音
の
学
習
に
励
ん
だ
こ
と
と
思
わ
れ
る 。
実
際
の
実
力
の
程
度
は

と
も
か
く
と
し
て 、
そ
れ
は 、
二

七
「
彼
年
(
大
同
四)
七
月 。
参
形
大
学 。

読
習
漢
音
修
練」
に
か
い
ま
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
ち
な
み
に 、
大
同
四
年

西
暦
八
O
九
年
は
免
除
の
命
令一
|

四
が
出
さ
れ
て
か
ら
五
年
後
に
当
た
る 。

仏
教
界
に
お
け
る
漢
音
奨
励
を
め
ぐっ
て
は 、
折
々
指
摘
し
て
き
た
問
題
の

ほ
か 、
奨
励
や
免
除
と
『
孔
雀
経』
等
漢
音
使
用
仏
典
と
の
関
係 、
漢
音
仏
典

と
課
試
仏
典
と
の
関
係 、
あ
る
い
は
遣
唐
使
と
の
関
係
等
々 、
な
お
問
題
は
山

積
し
て
い
る 。
特
に 、
免
除
後
す
な
わ
ち
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
漢
音

(
さ
ら
に
は
呉
音)
使
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は 、
現
在
に
至
る
千
百
年

間
の
漢
字
音
使
用
の
あ
り
方
を
解
く

上
で
緊
急
の
課
題
と
言
え
よ
う 。
今
後
と

も
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
社
会
言
語
学
的
な
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
っ
て

み
た
い 。

な
お

注1
例えば
小
林
二
九八
四)
湯沢
二
九八
八)
高松(一
九九三) 。
な
お、

高松(一
九
九三)
は
奨
励
の法
令を
私
度禁止と
結び
付けてい
るが 、
各法

令の
意
味
内
容やこ
れら
が
特
に
年
分
度僧
選
抜の
規
定で
あ
るこ
と
な
ど
か

ら
して
無理で
ない
だろ
うか 。

注2
例えば二
葉
町恕
香
二
九八
四
@⑤ 、
一
九八六) 、
速
水筒
二
九八六
①九

八
ー一

O一
頁) 、
中
井真孝
ご
九九一
①
③)
など 。

註3
例えば
薗田光
融
ご
九六二 、
六
七) 、
井上
光貞
二
九七
て
八
九
頁) 、

速
水
ご
九八
六
① 、
一
四五
頁)
な
ど 。

注4
な
お、
年齢
制
限緩
和につい
ては
意
見が
あ
るが(
尾上
覧
仲
二
九六
O

②)
舟ケ
崎正
孝(一
九八五 、
二
九
O
頁) 、
平岡
定海(一
九八
六 、
一
三
頁) 、

高
松
こ
九
九三) 、
湯
沢(一
九八八)
な
どて
文
商か
ら
して
年若い
者
に

も
受
験の機
会を
与え
るため
の
措
恒と
するのが
妥当で
あろ
う 。

注5
こ
の
点を
特に論じ
た
研究を
見ない
が 、
小
林
ご
九八
四)
は
前者
に解

して
い
る。

注6
七二
O
年(
養老
四)
一
二
月二
五
日
の
詔(「
続日
本
紀』
八三
頁)
を仏
教

界
に
対す
る
朝廷の
漢
音
奨
励と
解す
る
意
見が
あ
るが(
例えば
尾上
ご
九

六
O
①) 、
小
林
二
九八
四) 、
沼
本克
明
ご
九八
六 、
九七
頁)) 、
単な
る

読諦音
矯正
命
令と
考え
るべ
きで
あろ
う(馬淵
和夫(一
九六
三 、
一
O七

四
頁)・
湯沢
二
九八
九)・
青
木等
二
九
九
O 、
八一
頁)・
高
松
二
九九

三
②)
な
ど) 。

注7
な
お、
速水は一
|一

は
延
暦
二二
年と
す
るが 、
誤
植で
あろ
う 。

注8
な
お、
ヴエ
ン
ク
ご
九五
四 、
四一
O)
高松
こ
九九三
①)
は
大
学
寮

の
漢
音
強
制は
桓
武
朝
に
始ま
る
と
見て
い
るよ
う
で
あ
るが 、
二
|二

で
の

「
熟
習」と
い
う
語の
使用 、
大
学寮の
負う
中国の
学芸
教
授 、
官僚養成
等か

ら
し
て 、
それ
以
前から

行われて
い
たと
言うべ
きで
あ
る(湯沢
二
九八

九)) 。
た
だ
し 、一一品
松
二
九九三
②)
は一
1一

以前か
らと
して
い
る。

注9
前
者は
平
岡(一
九
八
六 、
二一
頁)
後
者は
高
松
二
九
九三
②)
の
用
語

によ
る。
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注日
な
お、
計
十
名の
度
者を
年分
度
者と
見るか
否か
につい
て
意
見が
分か
れ

る
が(
例えば
尾
上
ご
九六
O
①) 、
二
葉(一
九八
四
②)) 、
当
時の
年分
度

者の
定
員や二
宗との
関
係等か
ら 、
本
稿は
年分
度
者と
見る二
葉の意
見に

し
た
がい
たい 。

注口
例えば 、
尾上
こ
九六
O
①) 、
薗
田(一
九六
七)
二
葉
こ
九八
四
⑦⑤

④ 、
一
九八
六)
舟ケ
崎
ご
九
八五)
中井
ご
九
九一
③)
な
ど 。

注ロ
な
お、
例えば
年分
度
者につ
い
て 、
尾
上(一
九六
O
①)
の
言う「
所
定

の
学
業の
研究
者」
の「
所
定の
学
業」
や 、
平岡
ご
九八六 、
ごニ頁)
の

言う「教
学
研
究」
な
どは 、
「
宗門子」
と
実
質
的意
味は
同じ
と
言えよ
う 。
ま

た 、
解義重
視
や
宗学
振
興
等につい
て
は 、
前幽田
ご
九六
七) 、
二
葉
ご
九

八
四
②
③ 、
一
九八
六)
舟ケ
崎
二
九八
五)
な
ど 。

注目
最澄は『顕
戒
論
縁
起』
五
頁 、
「叡
山大
師伝』一
三
頁 、
円仁は『入
唐
求

法巡
礼

行記」 。
た
だし 、
ほ
ぽ
十
年の
在唐
中円仁
は
宝
月三
蔵
等に悉
公
学
を

学
び 、
み
ずか
ら
その
注
釈書など
を
著し
た 。
当
時の
悉
曇学
を学ぶ
には
当

時
の
中国語
1漢

音
学
習が
不可
欠で
ある 。
し
た
がっ
て 、
彼は
在唐
中 、
中

国語
MM漢

音
に
習
熟したこ
とが
知られ
る 。(注
は
参照)
な
お、
一
一
世
紀の

こ
とで
あるが 、
成
尋(『参
天
台五
台
山
記』)
に
おい
ても
最澄
等と
同
様の

こ
と
が
認め
られ
る 。

注μ
高
松
ご
九
九三
②)
は
「僧侶には
本来 、
何
も
特に『漢音』
を
得意
に

す
るの
要は
更々
に
然き
は
ずで
ある」
と
述べ
る 。
しか
し 、
読
読
音のこ
と

は
さ
て
おい
て 、
馬
淵
ご
九六
三 、
一
五
四 、
五 、
一
八一 、
一
九六
頁
等)・

小
林
ご
九八
四)
な
ど
に
言及
の
ある 、
当
時の
中
国悉
必
学の
学
習や 、
仏

典立日
義
害
等の
理
解に
おい
て漢
音
学
習は
欠かせ
なかっ
た
は
ずで
あ
る 。

注目
例えば 、
築
島裕
ご
九六
九 、
七七)・
沼
本克
明
二
九八二
「
序論」 、

八六) 。

注凶
な
お、
例えば
『法
華
経」
につい
て 、
沼
本(一
九
八二
「
本論」一
|一

ー
二
は
平安
初期にあっ
ては
漢
音
読と
推
定してい
る 。

注げ
漢
音
免除の理
由につい
て
は 、
断
片
的なが
ら
旧
稿
ご
九八
八)
で
も
述

べ
た 。
な
お、
漢
音
奨
励や
その
挫
折を 、
呉音の
排除や
呉
音
との
勢
力
争い

な
どと
結び
付げる
見方がある(
例えば
山田
孝雄(一
九
四
O) 、
藤堂
明保

ご
九六
九 、
七七) 、
沼
本
二
九八六 、
一
O四 、
五
頁) 、
高
松
こ
九九三

①))
が 、
こ
と
奨励に
関する
法
令等に
おい
て
そこ
まで
読み
取るのはむ
ず

か
しい 。
(
前節 、
湯沢(一
九八
八)
な
ど)

注目印
小
林(一
九八
四)
は 、
一
ll二 、

三
等につい
て「日ごろ
仏政(を
読む
時

や
儀式で
読
経する
際は 、
日
本漢
字音(呉音)
を
使っ
てよい 。
しか
し
な

が
ら 、
七
九八
年政府
命
令によ
り 、
僧侶資格
試験で
は
中国
標準音(
描偶者)

が
試され
る」
と
述べ
る 。
日
常の
読一羽音
等にまで
朝廷の
規
制が
およんで

い
たこ
と
を示
す証左
はない
のでこ
の
点は
同意しが
たい
が 、
仏
教界は
と

にもか
く
にも
呉音・
漢音
両用 、
と
見るこ
と
につい
ては
質成したい 。
な

お、
七
九八
年は一
|一

の
発せ
られた七
九三
年と
するこ
とが
で
きるで
あ

ろ
う 。

注ω
山田英
雄
二
九八
七) 、
久
木幸男
こ
九
九
O 、
九一
頁) 。

一在却
な
お、
僧
綱
制の
奨
励
策阻
害に
関しては
小
林(一
九八
四)
湯沢
ご
九

八八)
に
言及が
ある 。
当
時の
僧綱
制につい
ては 、
二
葉
ご
九八
四
①④) 、

速水
二
九八六
②) 、
中井
こ
九
九一
②)
な
ど
参照 。

注幻
な
お、
『
+口事類苑』
(一
九
O
て
九六二
頁)
や
山田
ご
九凶
O)
等の、

二
|七は

最澄に
関す
る
ものと
する説は
成り立た
ない 。
ち
なみ
に、
最澄

は三
O
年
前の
七八
O
年に
国分寺
補
闘僧と
して
得
度してい
る 。

注幻
な
お、
宝
亀・
延
暦年間すなわ
ち
光仁・
恒武
朝におい
ては 、
年分の
得

度だ
けが

行わ
れ
た
ので
ない
か
と
する
中井
二
九
九一
①
③)
の
意
見にし

たが
うと、
臨時の
度
者の
場
合は
結局一
|一
1三

の、
免除規
定のない
漢

音
強制には
無縁だっ
た
とい
うこ
と
になる 。

注幻
例えば
山田
二
九
四
O 、
二ニ
三
頁) 、
尾上
ご
九六
O
①) 、
高松(一

九
九三
②) 。

注M
一
|六

に
認め
られ
る
年分
度
試の
弛
緩に
関し
て 、
小
林
ご
九八
四)
は

受
験
者と
試験
官の
僧と
の「
仲」
が
関
与したと
見る 。
しか
し 、
両者の
関

係 、
例えば二
|六

に
お
け
る光定と「七
大
寺
名徳」
と
の「
仲」
や 、
試験

へ
のその
影
響等は
皆目
不明であ
る 。
ただし 、
もし「
無
試漢
音」
の
状態
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平安初期仏教 にお け る漢音奨励と そ の推移

を招くこ
と
に
影
響を
与え
た
試験
官がい
た
と
し
たら 、
次の二
点か
ら
それ

は
僧
官と
推・察さ
れ
る。

a
漢
音の
試験
官で
あ
る
音
博士
は 、
漢立日教
授
を
職務と
す
る。
その
彼が 、

み
ずか
ら
度試に
お
け
る漢
音の
試験
を軽
視し
たと
は
考えが
たい 。

b
漢
音
免除の
規
定は 、
試験の
合否の
最
終決
定
権が
解義の
試験
官た
る
僧

官
にゆだ
ねら
れたこ
と
を
示
し
てい
る。
その
彼が 、
公
認の
僧と
して
彼の

仲
間に加
わ
るこ
と
を
希
望してい
る
受
験
者に
対し
て 、
自
身が
所
属
す
る
仏

教
界に
おい
ては
必ずし
も
必
要と
さ
れ
ず 、
しか
も
自身が
試験
官にも
な
ら

ない
漢
音の
試
験
を特に重
視し
てい
たと
は
思わ
れ
ない 。

注お
久
木
ご
九
九
O)
一
|一

一
によ
る。

注お
両
者間の
差異
につ
い
ては 、
湯
沢(一
九八
九 、
九一二)
で
も
触れた 。
た

だ
し 、
そこ
で
は 、
朝廷の
立
場よ
りも 、
両
者の
内
的
事
情ない
し
呉
音・
漢

立口
使用上
の
特質など
にや
や重
き
を
置き
す
ぎたよ
う
に
思
わ
れ
る。

注幻
な
お、
儒
学
科のみ
なら
ず 、
八
世紀
中頃
設
置さ
れた
文
学
科も漢
音
学
習

に
関して
は
儒
学
科とほ
ぼ
同
様だっ
た
もの
と
推
定さ
れ
る。
(
桃
二
九
四

七 、
一
二
五
頁)
湯沢
二
九
九三) 。
明
法
科につい
ては
湯沢(
同)) 。
ま
た 、

大
学
寮の
基
熊は
儒
学
にあっ
たこ
と
や 、
平
安時
代漢
籍は一
貫して漢
音
使

用だっ
たと
見ら
れ
るこ
と
など
か
ら 、

漢
音
に
関し
ては
大
学
寮
即
儒
学
界と

解し
う
る
(
高松一
九
九三) 。

注mω
宗学
振
興の
目
的につい
て
は
注μ 、
ロ 、
特
に二
葉 。

注却
なお 、
大
学
祭の
漢
音重
視は
解
義軽
視によ
ると
す
る
怠
見が
提出さ
れ
る

か
も
し
れ
ない 。
しか
し
なが
ら 、
儒学・
文
学
等を教
授
す
る
大
学寮に
おい

て
解
義
軽
視など
あ
ろ
う
は
ず
が
ない
し 、
ま
た
そ
の
よ
う
な
報
告
も
聞か
な

3
0

 

-V

 

。
資
料(
引
用
に
際しては 、
訓
点を
若
干
変え
た
所が
あ
る)

『
続日
本
紀」
(
新訂
増
補『
国
史大
系』-
3・『日
本後
紀』
(
同三)・『日
本
紀

略』(
同
十)・『
類
衆
国史」(
後)(
同六)・「類
取県三
代
格』(
同二
五)『
令集解』

(
前)(
同二
三)・『日
本逸史』(
同八)・『
伝述一
心
戒
文』(『大正
新術大
蔵
経』

七四)・「叡
山大
師
伝』(『
伝教大
師全
集』
二・『顕戒
論縁起」「
諮求法
訳
語

表」
(
同五
付
録)・「入唐求
法巡
礼

行
記」
(
小野

勝年
著「入
唐求
法巡
礼行
記

の
研究」)

。
引用・
参考文
献

-
H
本漢
字音
関係

ギュ
ン
タ
l
uHヴエ
ン
ク

一
九五
四
『』白
E口一叩ny巾
3doコ
き
こ
三 、
四
O七l四一
二

小
林明
美
一
九八
四
「『呉
音』
と
『漢
音」」(「密
教
文化」
一
四五)

小
総
英
雄
一
九
九一ニ
「ω5o，
V
EコmR
ω
苫55凹
Z
C凹巾
(「〉わ吋〉

〉ω【〉H，-の〉」
六五)

佐
藤喜
代治一
九七九
『日
本の
漢
語』
「漢
語概
説」
二

高松
政雄
一
九八六
「日
本漢
字音概
論』

一
九
九一二
「日
本漢
字音
論
考』
三
一 、
二(
各節
を
而②と
す
る)

一
九六
九
「
平安時
代語
新
論』一ニム一ムニ

一
九
七七
『
国語の
歴
史」
二

一
九六
九
『漢
語と
日
本語』一
ア四

一
九七七
「
岩
波講座H
本諮八
文
字」
「漢
字概
説」

一
九八
七
『
藤堂明保
中国語
学
論
集」
「

呉
音と
漢
音」

一
九五
八『古
点
本の
国
語学的研
究』
総
論筋一
一
一
九
七九
改

訂
新版

一
九八二『
平安
鎌倉時
代にがる
H
本漢
字
音に
就きての
研
究』

一
九八六
『日
本漢
字音の
歴
史」

了よニ

一
九八二
『日
本語の
世界四」
五

一
九六三
『日
本韻
学
史の
研
究」
一
九八
四
増訂版

一
九
四
O『国語の
中に飴ける漢
語の
研
究」
五
一
九五
八
訂正

版一
九八
八「上
代におけ
る漢
音奨励」
(「
筑
波大
学地域
研
究」
六)

一
九八
九「上
代におけ
る
呉
音と
漢音」
(『奥
村三
雄教授退
官記

築
鳥藤堂

明保

中田
祝夫

沼
本
克明

林
史
典

馬
淵
和夫

山田
孝
雄

湯沢
質
幸 裕
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念
国語
学論
叢」)

一
九九三「
漢
音
奨
励と
大
学
寮」
(『
小
松英
雄
博士
退
官記
念日
本

語
学
論
集」)

・
日
本史・
仏
教
史関
係

青
木和
夫・
稲
岡
耕二・
笹山
春
生・
白
藤
礼
幸校注

一
九
九
O
『
続日
本紀』
二

井上
光
貞
一
九
七一
『日
本古代の
国家と
仏
教』
一
四

尾
上
寛仲
一
九六
O
①「
年分
度
者に
見ら
れ
る
謀試
制度(
上ご(「
日
本仏教」

八)
一
九六
O
②「
同(
下)」(
問九)

神
社司
庁
編一
九
O一
「古
事類
苑」
「文
学
部」
二
八
一
九六
七再
版

薗田
香
融
一
九六二
「
平安仏
教
こ
(『
岩波
講座
日
本歴
史四
古代四』)

一
九六
七
『日
本仏
教
史
古
代
篇』
四
l一

中
井真
孝
一
九
九一
『日
本
古代
仏
教
制度史の
研究』
序論 、
本論一
-|三 、

本
論三|三
(それ
ぞれ
を
①②
③と
す
る)

速
水
筒
一
九八
六
①『日
本仏
教
史
古代』
三 、
四

一
九八
六
②「I
律
令国家と
仏
教」
(『論
集日
本仏
教
史二
奈
良時

代』)

久
木
幸
男
一
九
九
O
『日
本古代
学
校の
研
究」

平岡
定
海
一
九八
六「
平
安仏
教の
成立と
変
遷」
(『
論
集日
本仏
教
史三
平安

時代』)

二
葉慾
香
一
九八
四『日
本
古代
仏
教
史の
研究」
二
|三 、

四
四|一
四

三
五
|一

(
各々
を

①⑦あめ)と
す
る)

一
九八
六「日
本に
おけ
る
国家と
仏
教
||保護と弾圧」
『
木
村武夫

先生
喜
寿記
念
日
本仏
教
史の
研
究」

舟ケ
崎正
孝一
九八五
『国家
仏
教
変
容過
程の
研
究

ll官似体制史上からの考察

ーl』
三

一
九
七
九『日
本仏
教の
歩み』
二・
三

一
九
四
七『上
代
学
制の
研
究』
一
九八三
復
刊

一
九八
七
『日
本古
代
史孜」
「
律
令制と
学
問」

||筑
波
大
学
文
芸・
言
語
学
系
教
授
||

(
平成五
年八
月
十三
日
受理)

(
平成六
年七月
十三
日
改
稿受理)
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